






　前回の班会議で川崎病患児の糞便から分離された C.albicans の菌体アルカ

リ抽出液を幼若マウスの腹腔内に,再度接種する事により,20～30%の確率で,マ

ウスの心冠状動脈炎を惹起せしめ得る事を,数回の実験により確認し,かつ,同

病変の病理組織学的所見が,Fig.1 に示すごとく川崎病の剖検例でみられる同

所見と極めて類似するものであることを報告した。


